








【派遣先について】

1984年以来、2年ごとにカナダ ケベック州 モント

リオールで開催されるCINARSビエンナーレは、

世界最大規模の舞台芸術のための会議・ネット

ワーキング・ショーケースの国際的なプラットフォー

ムのひとつ。60カ国以上から1000人以上のアー

ティストやプレゼンターら業界で影響力のある専

門家が集まる。期間中は、ケベック州をはじめ、カ

ナダ国内外から２００近くのショーケースがモント

リオールの主要な文化施設で開催される他、ワー

クショップやネットワーキング・イベント、パネル、

ナレッジ・カフェ、ビザ・ワークショップ、分野別ミー

ティング、ピッチ・セッション、トークセッションや

ブースなど、多様なプログラムで構成される。参加

者が国際的なツアーなどの機会を開発し、世界中

の関係者と関係を築き、専門的なスキルと知識を

磨くことができるイベントとして世界中から認知さ

れている。

2024年度は、第21回となり2024年11月11日

から16日まで開催され、1,379名の参加登録が

あった。

【概要・趣旨】

CINARS会期中に開催される、ショーケースの

他、フリンジやブース出展、カンファレンスなど多

様なプログラムを視察。ダンス、演劇など多様な

ジャンルが一堂に会する場で、プログラム参加や

関係者とのミーティングを通して世界規模の舞台

芸術に触れる。さらに、ベーシック・プログラムと

して、CINARSの組織としての設立目的やビエン

ナーレの成り立ちや運営についての全体的な理

解を促進することを目的として、CINARS事務局

及びエグゼクティブ・ディレクターとの面会を実施。

またモントリオールという都市の芸術文化シーン

への理解を深めることを目的として、電子音楽とメ

ディアアートの祭典MUTEKの本拠地であるSAT

（La Société des arts technologiques）及び、

コンテンポラリー・サーカス専門劇場La TOHUと

シルク・ドゥ・ソレイユの国際本部への視察も合わ

せて行う。さらに、必ず観劇する４作品を設定。

派遣先プログラム概況

【派遣対象】

舞台芸術（演劇、舞踊、音楽等全般）に関わる若手を

中心とするプロデューサー、ディレクター、技術者等

【派遣期間】

2024年11月10日～18日

【プログラム・アドバイザー】

久山 友紀　KUYAMA Yuki

ケベック州政府在日事務所 文化担当官

カリタス女子短期大学仏語科卒業後、1994年カナダ・
ケベック州ラヴァル大学文学部、言語学・教授学で学士
号を取得。1997年より、ケベック州政府在日事務所で勤
務。経済部アシスタント、経済部長及び代表補佐を経て、
2016年より文化を担当する。ケベック州の文化、芸術、
アーティストを幅広く日本に紹介することに使命感を感
じ、活動を続けている。

シルク・ドゥ・ソレイユの国際本部にて

コンテンポラリー・サーカス専門劇場La TOHUにて

CINARS
（モントリオール）
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【視察先名】

SAT（La Société des arts technologiques）

【内容】

1996年に設立され、デジタルカルチャーの発展と

支援を目的とした非営利団体。モントリオールの中

心部に所在し、没入型創造や複合現実などの技術

開発における積極的かつ先駆的な役割で国際的に

認められている。SATでは、毎年、コンサート、ワー

クショップ、会議、展示会だけでなく、MUTEKをはじ

めとするいくつものフェスティバルやイベントが開催

されている。モントリオールのデジタルクリエイティ

ブ領域の取り組みを知り、都市の芸術文化の多面

性に触れた。

【視察先名】

La TOHUとシルク・ドゥ・ソレイユの国際本部

【内容】

円形劇場や公園も整備された北米で唯一のコンテ

ンポラリー・サーカス専門劇場La TOHUと、シル

ク・ドゥ・ソレイユ国際本部（本社）の視察。サーカス

芸術都市計画（Cité des arts du cirque）の一環

として、元々はゴミ集積所だったというサン・ミッシェ

ル地域一帯に、コンテンポラリー・サーカスに特化

した一連の施設が建設されている。モントリオール

におけるコンテンポラリー・サーカスの創造性、革

新性、アウトリーチ、雇用の拠点として、学びから、

教え、トレーニング、研究、制作、普及、流通に至る

までの循環について学んだ。

【人物名】

ドゥニ・ベルジュロン（CINARS パフォーミングアー

ツ・マネージャー）

【ヒアリング内容】

CINARSビエンナーレの成り立ち、第21回に至る

までの経緯と現在の運営状況や最近の動向（参加

者数、国内外参加者の割合、ショーケースの分野的

な傾向など）。国内外から多くの舞台芸術の専門家

が集まるプラットフォームとしての位置づけをどのよ

うに実現したか。 

【人物名】

ジル・ドレ（CINARS エグゼクティブ・ディレクター）

【ヒアリング内容】

国際展開に関する実践的なノウハウと有力なネット

ワークを持つCINARSが実施している海外提携、

海外視察、研修プログラム、ケベックのカンパニー

のサポート、具体的な出展に向けたステップ、ネット

ワーキングや商談を成功に導くための方法など。

SLAM!

カンパニー：FLIP Fabrique + Ex Machina

Fables

カンパニー：Compagnie Virginie Brunelle

1 DROP 1000 YEARS

アーティスト：Martin Messier

Macbeth Muet

カンパニー：La Fille Du Laitier

視察①

視察②

ミーティング①

ミーティング②

観劇作品 スケジュール
● ベーシック・プログラム　● オリジナル・プログラム

Day 1  ● モントリオール着

Day 2 AM ● Original Program（市内視察）

 PM ● New Commers Meeting, 
   Opening Cocktail

Day 3 AM ● Panel・Pitch Session・観劇・MTG

 PM ● Opening Show 
   （SLAM! FLIP Fabrique + Ex Machina）
   観劇

Day 4 AM ● Meeting with CINARS Denis Bergeron

 PM ● Meeting with Gilles Doré

Day 5 AM ● SAT（MUTEK本拠地）視察

 PM ● La TOHUとシルク・ドゥ・ソレイユ国際本
部視察

  ● Fables（Compagnie Virginie Brunelle）
    観劇

  ● 1 DROP 1000 YEARS（Martin Messier）
    観劇

Day 6 AM ● 展示ブース、観劇・MTG

 PM ● 観劇・MTG

Day 7 AM ● 展示ブース、観劇・MTG

 PM ● Macbeth Muet（La Fille Du Laitier）

  ● Closing Party

Day 8 AM ● モントリオール発

※オリジナル・プログラムは各自異なるため、一例として掲載をして
います。

※派遣参加者全員に必ず参加してもらう共通プログラムベーシック・プログラム

CINARS事務局によるレクチャーの様子

SLAM!会場にて

Macbeth Muetの様子
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オリジナル・プログラム 印象に残ったプログラム 派遣プログラムを終えて

REPORT

臼田 菜南　USUDA Nanami

舞台芸術広報

舞台芸術業界の広報支援を担う中間支援
団体にて、公演宣伝のための記事執筆や
SNS運用等を担当後、2023年からはフ
リーランスで、これまで同様芸術分野の広
報業務に加え、他業界のマーケティングに
も携わる。2024年より、舞台芸術に関心
をもつ人が集うコレクティブ「ゲイジュツの
空き地」を始動。創客につながる取り組み
の実践をつづけている。

海外の舞台芸術シーンに現地でふれることは初め

てだったので、文字通り非常に濃密な滞在期間で

あり、自身の仕事に対して“国際性”を意識するきっ

かけとなった。最初の機会が、世界各国から舞台

芸術関係者が集うCINARSであったことは、広報

として一層ひろい視野をもっていたいという点か

ら、とてもありがたいことであったと感じている。

“広報”の仕事をひろく捉え、今後は、今回得た経験

や出逢いを大切にしながらコミュニケーターのよう

な役割も担っていきたい。国内外問わずアーティス

トへの柔軟な伴走ができ、観客とのつながりをつく

りつづけられる人になりたいと思う。

CINARS会場ロビーにて。公演のチラシが多数置かれていた。日本で主流なA4サイズはあまり見か
けなかった。

CINARS 広報担当スタッフへのインタビュー

舞台芸術広報を仕事とするにあたり、演劇、ダン

ス、音楽、サーカス、子供向けなど、ジャンルを問わ

ず幅広い作品鑑賞につとめた。

Exhibition Hallほか、参加者と会話する機会を得

る度に、所属するカンパニー等の広報事情につい

てヒアリングを行った。カナダのほか、韓国、ポル

トガル、フランスからの参加者にも話を伺うことが

できた（計10組ほど）。

どの団体も比較的、紙媒体よりデジタルツールで

の広報が主流なようであった。また「充分ではない

と思うが」と前置きしたり「広報の人材が必要です」

と語る方が半数近くおり、現在の広報活動に課題

を感じている様子がみられたことから、国内外問わ

ず、舞台芸術の広報活動をブラッシュアップする機

会を継続的につくっていきたいと感じた。

CINARSでCommunication agentを役職とする

スタッフにアポイントメントをとり、CINARS開催

へ向けた情報発信やそのプロセスについて話を

伺った。

作品鑑賞で気になった団体を中心にまわり、団体の

活動について話を伺った。会話が発展した際には、

広報の取り組みについてもヒアリングを行った。

幅広く作品を鑑賞
各参加者への舞台芸術広報事情の
ヒアリング

CINARS広報担当者への
プチインタビュー実施

Exhibition Hallでの出展者との対話
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オリジナル・プログラム 印象に残ったプログラム 派遣プログラムを終えて

REPORT

大塚 健太郎　OTSUKA Kentaro

劇作家、演出家、プロデューサー

劇団あはひ主宰。早稲田大学文学部演劇
映像コース卒業。2022-23年度セゾン文
化財団セゾン・フェローに選出。2024年度
より三井みらいチャレンジャーズオーディ
ション（カルチャー創造部門）に採択。

本プログラムに参加した動機は、国際的な舞台

芸術のネットワークを広げ、日本の舞台芸術を海

外展開するための知見を得ることであった。実際

にCINARSに参加し、様々なアーティストやフェス

ティバルディレクターとの交流を通じて、日本の作

品を海外に向けて発信するための課題と可能性を

理解することができた。

今後の活動では、CINARSで得た知見を活かし、

日本国内のフェスティバル（YPAMやKYOTO 

EXPERIMENTなど）との連携を強化し、国際展開

の基盤を築いていきたい。また、言語の壁を越えた

作品制作を模索し、より広い観客層にアプローチ

できる舞台芸術の形を追求していく。

西川園代氏とのインタビュー風景（Hotel Bonaventureにて）

モントリオール在住の舞台照明デザイナー・西川

園代氏に取材を行った。カナダの演劇事情や、日

本との比較における助成制度の違い、演劇のプロ

ダクション運営の合理性について学んだ。また、

西川氏のキャリアと、ロベール・ルパージュ作品で

の創作手法について詳細な話を聞く機会を得た。

カナダ・モントリオールの舞台照明家、西川園代氏

との対話が最も印象的であった。西川氏はロベー

ル・ルパージュ作品をはじめ、多くの国際的なプロ

ダクションに携わっており、日本とカナダの舞台芸

術環境の違いを多角的に語ってくれた。

特に、カナダでは助成制度が充実しており、プロダ

クションの規模に関わらず、また実験的な創作にも

資金が確保される点が、日本とは異なる大きな要素

であると感じた。また、ルパージュの創作手法につい

て、即興的なアプローチと舞台照明デザイナーとの

密接な協力関係の重要性を学び、自身の創作活動

に活かせる視点を得た。

ベーシック・プログラムを除き、オリジナル・プログ

ラムとして９作品を鑑賞。サーカスやダンスの割

合が非常に高く、演劇（とくに科白劇）は少なめ。

CINARSの見本市としての性格が各プログラムに

も反映されてか、メディア自体を主題として実験的

に取り扱う作品が多く、一方で、それらのアイデア

が作品として昇華されきっていないと感じられるパ

フォーマンスも多かった。

西川園代氏へのインタビュー 西川園代氏へのインタビュー

鑑賞した作品群について

シルク・ドゥ・ソレイユ本社視察の様子
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オリジナル・プログラム 印象に残ったプログラム 派遣プログラムを終えて

REPORT

大野 創　ONO Hajime 

アートマネージャー、アドミン、制作者

桜美林大学にて劇作、演出を学び、その後
東京を中心に同年代の劇団で制作活動を
開始。劇団の団体運営を請負ながら、公共
の事業のアドミンとして活動。
現在は緊急事態舞台芸術ネットワークが
主催する『SOIL事業』の事務局として事業
を推進している。

CINARSはとてもオープンなマーケットイベント

で、想定していた以上に多くの国の方と話すこと

ができ、また日本では感じたことのない鑑賞体験を

得られた。ホテルを拠点とすることで、ネットワーキ

ングのハードルを下げるための動線が作られてい

ることなどプラットフォームとして参考になった。こ

の体験を糧とし、今後の国際展開事業での活動自

体にも積極的に臨むことができると思う。

しかし言語障壁によるコミュニケーション不足は

個人として大きな課題となった。今後は多言語、他

文化に対応できる人材となり、より広く知見を得る

ための活動を行っていきたい。

Pitch Session, Hotel Bonaventure

シルク・ドゥ・ソレイユ国際本部視察の様子 拠点であるHotel Bonaventureにて

CINARSのオープニングイベント。さまざまな国

から参加するプロデューサーとの会話により、

CINARSというイベントが如何に国際的な場であ

るかということを、実感を持って意識したタイミング

だった。

舞台や楽屋、稽古場、ステージ衣装の制作現場ま

で施設全体の説明とともに、シルク・ドゥ・ソレイユ

の歴史などについてのレクチャーを聞きながら、実

際に現場を回るとても貴重な体験だった。施設の

規模感や歴史などはもちろんのこと、作品に関わ

る人たちのプロフェッショナルな態度がパフォーマ

ンスや観客に対してとても真摯で、学ぶことの多

い視察だった。

またそのような緊張感を楽しむことで生まれる作品

（Duel Reality）を前日に見ていたこともあり、完

成度やパフォーマンスが高いことの理由を体感で

きた。

CINARSで選考を通ったカンパニーやアーティス

トによるピッチセッションを観覧。舞台芸術作品の

ピッチイベントを初めて観覧し、上演ではない形で

作品や作家の魅力を伝える方法についてとても勉

強になる機会だった。

教会で行われる子ども向けのパフォーマンス作

品。言語が理解出来ないからこそ、他の観客の反

応や姿勢から作品の見方がわかるような観劇体験

が、とてもラディカルで且つ新鮮に感じた。

Newcomers Meeting
La TOHU及びシルク・ドゥ・ソレイユの
国際本部を視察

Pitch Session観覧

The Lady Next Door

36 37



オリジナル・プログラム 印象に残ったプログラム 派遣プログラムを終えて

REPORT

笠川 奈美　KASAKAWA Nami

振付師、ステージングディレクター

中学生から演劇を始め、大学在学中、トル
コの演劇学部に交換留学。大学卒業後ダ
ンスに目覚める。モダンダンサー森澤碧音
に師事。広崎うらん、増田ゆーこの元でアシ
スタントを経験し現在、振付師、ダンサー、
ステージングディレクターとして活動中。

まず、アートとエンターテイメントの違いとは何か

を毎日考えた１週間だった。需要と供給、自己表現

の自己満足とアート昇華への境目など様々なこと

を感じ、その中で自分のクリエイションの目的や己

への評価基準は何かを考えたときに自分はアート

の志を創作過程にもち、エンターテイメントに昇華

することだと認識した。ダンスや演出、振付に関し

て言えば日本のアーティストの独創性や身体性は

決してCINARSで見たアーティストに引けは取ら

ない。それを今後どのように裾野を広げ、多くの人

に認知して評価してもらうのかが課題だと感じた。

日本のエンターテイメント業界はネームバリュー

や、SNSでのバズりで作品や創作物を評価しがち

だが、果たしてそれは本当に価値のあるエンター

テイメントなのだろうかと問いただしたい。自分は

CINARSでの学びを得て、結果を模倣するだけで

はなく創作過程の良い部分を取り入れ日本が世界

に誇れる作品を生み出したい。

シルク・ドゥ・ソレイユの本社の入り口カフェテリアの壁のオブジェ。過去の衣装をオブジェと
して再利用し、過去の歴史へのリスペクトを表している。

La TOHUの入り口にある手すりは廃園した遊園地
のものを使用。アミューズメントへのリスペクトを感
じられる。

日本ではまだ数少ないポールダンス専用スタジオ

にてレッスン受講。様々な生徒や開かれたスタジ

オにサーカスの浸透力を感じた。

テーマパークに携わる者としてインバウンドでノン

バーバル作品の創作が求められている昨今、学び

を得て帰りたいと思い参加した。

ダンスのテクニックを相談しながらリハーサルして

いる現場、そしてそのダンサーの美しい足の先、

パフォーマーのためのトレーニング場、ジム、マン

ション。そしてそれを業務委託せず自社で行なって

いること。社員が元パフォーマーでほとんど構成

されていること。全てが見習うべき点であり、演者

ファーストの姿勢が本当に見習うべき点である。

私はクリエイター側なので演者は宝物だと思って

接している。彼らなしには物語は成立しない。どの

現場でも質の高い演者に気持ちよく働いてほし

い。そんな環境を作りたい、と感じた。

寒い国ではストリート文化が育ちにくいがヒップホッ

プをわかりやすく多くの人に楽しんでもらいたいと

いう趣旨が素晴らしい。唯一のストリート系ダンス。

拠点であるHotel Bonaventureのプールにて毎朝

CINARS参加者のアーティスト達と観劇の感想や

おすすめを話しあい、様々な観点での作品の見方

を知った。

Milan Pole Dance studioにて
レッスンに参加

La TOHU及びシルク・ドゥ・ソレイユの
国際本部を視察

JOAT ON TOURを鑑賞

プールでのsocialize

JOAT ON TOURの様子。終始歓声が絶えず楽しい空間になっていた。

写真：muraki yoshimoto

38 39



報告会

2024年度の事業を振返り、報告会を実施。

派遣参加者10名が集まり、プログラムに参加した

目的や派遣先での活動などを報告した。

海外の先駆的な作品や創作現場に直に触れたこ

とで得られた気づきや、現地でのヒアリング、関係

者との交流内容など、派遣参加者同士のディスカッ

ションや、観覧者からの質問などを交え、盛況のう

ちに幕を閉じた。

【開催日時】

2025年2月6日（木）18:00～21:00

【開催場所】

アーツカウンシル東京 5階 会議室

【一般観覧者】

約80名

【プログラム内容】

・派遣参加者による活動報告

・派遣参加者へのインタビュー

・観覧者を交えたディスカッション

・ネットワーキング

総括─今後に向けて

長期的視点に立ったプログラムの検討
　将来的には、派遣先として、映像や音楽などの
幅広い芸術分野を取り込むことはもちろん、「芸術
におけるアクセシビリティ」や「芸術と環境問題・気
候変動」など、今日的な課題をテーマとした組み立
てなども検討する余地がある。また即戦力となる中
堅人材の派遣や、さらには個人ではなく団体のフェ
スティバルへの派遣といったことも視野にいれる
など、今後、長期的な視点にたち、将来的な東京都
の文化政策として、東京の芸術関係者の海外との
つながりをどうバランスよく拡大していくか、派遣先
やプログラムの検討を進めることが重要である。

成果検証のあり方の検討
　人材育成の成果は本来数年以上かかると想定
されるが、当該事業を持続的な事業として発展さ
せていくためにも、今後蓄積されていく派遣先との
ネットワークや連携の充実、派遣参加者の経験の
他の人々への共有、派遣参加者のその後の活動
のアーカイヴ、また東京都や当財団の他事業との
連携など、事業成果の考え方を整理し、事業の成
果検証のあり方を検討していく必要がある。

　2年間の派遣事業の成果を踏まえ、今後さらに
継続的に事業の実績を積み上げていき、国際芸
術文化都市東京の基盤強化、国際的なハブ機能
の強化につなげていくことが肝要である。
　最後に今回の派遣プログラムへのアドバイスや
現地との調整など、多大なご尽力をいただいたキュ
レーター 波岡冬見氏、YPAM ディレクター 丸岡
ひろみ氏、ケベック州政府在日事務所文化担当官 

久山友紀氏に、心より感謝申し上げたい。

公益財団法人東京都歴史文化財団　アーツカウンシル東京

　2年目となった今年はビエンナーレの開催が多い
年であり、特に２つの重要なビエンナーレに派遣で
きたのは大変有意義であった。現在の日本の経済
状況はいまだ回復したとは言い難く、日本の芸術団
体、特に若手が海外での活動にチャレンジするに
は、円安も影響しいまだ経済的な障壁が高い。その
意味でも、派遣参加者が海外で様々な知見や経験を
得る機会を提供できたことは、大きな成果といえる。
派遣先でのプログラムについては、昨年同様、アド
バイザーからのアドバイスを受けながら、必ず履修
してもらうベーシック・プログラムと、各派遣参加者
が自らの問題意識により構成するオリジナル・プロ
グラムの2種類で構成し、バランスよく取り入れるこ
とができた。ベーシック・プログラムについては、各
回ともアドバイザーの多大なるご協力があって充実
したプログラムとなるとともに、オリジナル・プログ
ラムについても、個別に調整を前提としつつも、派
遣参加者同士で課題意識を共有しながら視察・イン
タビューを一緒に実施するなど、派遣参加者のネッ
トワークにもつながることができた。

課題としての広報・周知
　今後の課題として、昨年同様広報・周知が挙げ
られる。広範に事業の周知を積極的に展開してい
くとともに、派遣先の魅力の伝え方にも工夫が必
要である。特にアジア圏への派遣については、派
遣先のフェスティバルや事業がよく知られていない
場合が多い。加えてプログラムが直前まで確定し
ない状況もあるが、芸術文化活動におけるアジア
圏とネットワークを構築すること・協働することの重
要性や魅力・意義を丁寧に伝えていく工夫が必要
である。
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